
「いいね！」で、

いいのか。

R e a lはもっと

複雑かもしれない。

ツ イ ッ タ ーや イ ン ス タグ ラ ム な ど さ ま ざ ま な S N Sが普及 し 、

多 く の人々がコ ミ ュ ニケーシ ョ ンのツール と し て活用しています 。

だれもが気軽に日々の出来事や写真を投稿 し 、

そ れを見た人も気軽に 「 いいね！ 」 のボ タ ン を ク リ ッ ク し てい ます 。

バーチ ャ ル な空間の向 こう側には 、

人々が生き る R e a l な世界があり ます 。

画面を覗き こんでいる と き 、

そ の こ と は頭の片隅から消えて し ま っ ているのではないでし ょ う か 。

大谷大学のメ ッ セージ に用いられている “ R e a l ” と い う こ と ば 。

私 た ちはそ こ に 、 二つの “ 実 ” の意味を込めています 。

一つは人間の思慮分別や価値判断が加わる前の 、 あ り の ま まの “ 真実 ” 。

も う 一つは 、 社会問題や一人ひ と り が経験する苦悩 といった 、 目の前の “ 現実 ” 。

S N Sに投稿 された一枚の写真や 、 わずか数文字のつぶやき 。

そ の向 こ う には 、 そ れを投稿 した誰かの R e a lがあ り ます 。

「 い いね！ 」 だ けでは片づける こ と のできない 、

複雑な “ 現実 ” があ るはずです 。

誰かを元気にする ク リ ッ クはも ち ろん大切です 。

ただ 、 少 し立 ち止 ま っ て 、 そ の人の R e a lに思いを馳せる 。

あ るいは 、 会 っ て 、 相手 と向 き合 う 。

そ こか ら 、 も っ と 「 い いね！ 」 な関係が生まれるで し ょ う 。


